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ABSTRAK 
 

Fauzi Asa Walidaini. 2026. Penerjemahan Eufemisme dan Disfemisme pada Ateji 

dalam Komik One Piece Karya Eiichiro Oda (Terjemahan Faira Ammadea). Skripsi. 

Prodi Pendidikan Bahas Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri 

Jakarta. 

Ateji merupakan salah satu cara penulisan bahasa Jepang yang memanfaatkan 

makna atau bunyi kanji dan aksara lain (Shirose, 2012). Dalam perkembangannya, 

ateji juga berfungsi sebagai sarana retorika (Ali, 2023), contohnya eufemisme dan 

disfemisme. Eufemisme mengacu pada penghalusan tuturan, sedangkan 

disfemisme bermakna sebaliknya. Ateji yang mengandung eufemisme dan 

disfemisme menjadi tantangan dalam penerjemahannya ke dalam bahasa Indonesia 

karena sering memiliki makna ganda pada kanji dan furigana. Berdasarkan 

permasalahan tersebut, penelitian ini dilakukan menggunakan metode kualitatif 

deskriptif untuk mengkaji klasifikasi ateji yang mengandung eufemisme dan 

disfemisme serta teknik penerjemahan yang digunakan. Analisis klasifikasi ateji 

mengacu pada teori Shirose (2012), sedangkan untuk eufemisme dan disfemisme 

dianalisis menggunakan teori Yusifova (2024) serta Allan dan Burridge (1991). 

Teknik penerjemahan dianalisis berdasarkan teori Molina dan Albir (2002). Sumber 

data primer penelitian ini berasal dari komik One Piece volume 1 hingga 10. Hasil 

penelitian menunjukkan bahwa ateji yang mengandung eufemisme terdiri atas 9 

data ateji ungkapan pengganti dan 1 data ateji cara baca bahasa asing. Sementara 

itu, ateji yang mengandung disfemisme meliputi 11 data ateji cara baca bahasa lisan, 

6 data ateji ungkapan pengganti, 2 data ateji pronomina, dan 1 data ateji istilah 

dalam karya. Kemudian ateji yang mengandung eufemisme diterjemahkan dengan 

teknik partikularisasi, amplifikasi, modulasi, generalisasi, dan literal, sedangkan 

ateji yang mengandung disfemisme diterjemahkan dengan teknik variasi, modulasi, 

reduksi, literal, kompensasi, amplifikasi dan padanan lazim. 

Kata kunci: ateji, eufemisme, disfemisme, teknik penerjemahan.
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ABSTRACT 
 

Fauzi Asa Walidaini. 2026. The Translation of Euphemism and Dysphemism in 

Ateji in the Comic One Piece by Eiichiro Oda (Translated by Faira Ammadea). 

Thesis. Japanese Language Education Study Program, Faculty of Language and 

Arts, Jakarta State University. 

Ateji is one of the Japanese writing method that utilizes the semantic or phonetic 

values of kanji and other scripts (Shirose, 2012). In its development, ateji also 

functions as a rhetorical device (Ali, 2023), for example through the use of 

euphemism and dysphemism. Euphemism refers to the softening of expressions, 

whereas dysphemism conveys the opposite effect. Ateji containing euphemism and 

dysphemism poses particular challenges in translation into Indonesian, as it often 

carries dual meanings in kanji and furigana. Based on these issues, this study 

employs a descriptive qualitative method to examine the classification of ateji 

containing euphemism and dysphemism, including the translation techniques 

applied. The analysis of ateji classification refers to Shirose’s theory (2012), while 

euphemism and dysphemism are analyzed using the theories by Yusifova (2024) 

and Allan and Burridge (1991). Translation techniques are using the theories by 

Molina and Albir (2002). The primary data source of this research consists of comic 

One Piece volumes 1 to 10. The results of this study reveal that ateji containing 

euphemism consists of 9 data of substitute-expression ateji and 1 data of foreign-

language reading ateji. Meanwhile, ateji containing dysphemism consists of 11 data 

of colloquial-reading ateji, 6 data of substitute-expression ateji, 2 data of 

pronominal ateji, and 1 data of term-specific ateji within the work. Furthermore, 

ateji containing euphemism is translated using the techniques of particularization, 

amplification, modulation, generalization, and literal translation, whereas ateji 

containing dysphemism is translated using variation, modulation, reduction, literal 

translation, compensation, amplification, and established equivalence. 

Keywords: ateji, euphemism, dysphemism, translation techniques. 
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尾田栄一郎の漫画「ワンピース」における当て字の 

婉曲および偽悪語法の翻訳（Faira Ammadea 氏が翻訳した） 

 

ジャカルタ国立大学 

ファウジ・アサ・ワリダイニ 

fauziasawalidaini@gmail.com  

 

概要 

 

A. はじめに 

日本語は現在４種類の文字「ひらがな、カタカナ、漢字、ロー

マ字」を使用し、表記文化がとても豊かである。しかし、昔日本語に

文字が持たず、中国の漢字を取り入れ、日本語を書くために使用され

た(犬飼, 2015)。その漢字の使用からは日本に元々当て字という表記が

誕生した。当て字とは一般的・本来的の字義や字音訓に従わず、語の

表記のことである（白勢、2012）。白勢によると当て字は以下のよう

に 7 種に分けられる： 

No. 当て字の種類 例 

1． 口語の読みを示す 
早
はえ

え、悪
わ

りー 

2． 外来語の読みを示す 
質

クオリティ

、 挑 戦
チャレンジ

 

3． 英語の略表記を示す 
Ｇ Ｋ

ゴールキーパー

、 Ｈ
ホーム

・ Ｒ
ルーム

 

4． スポーツ用語 
1

ワン

対
オン

1
ワン

、 笛
ウィッスル

 

5． 代名詞 
高木
あいつ

、喫煙所
あ そ こ

 

6． 言い換え表現 
仕 事
スカウト

、実家
八王子

 

7． 作品固有の表現 
東
エ

の
デ

楽園
ン

、 燭
アポロン

の
・

道
ロード

 

 

以上の当て字はただ文字の表記だけではなく、日本語のレトリ

ックとも含める(Ali, 2023)。レトリックを言うと婉曲、および偽悪語

法が有名である。婉曲語法とは自分自身、またはその表現によって不

快な思いをする可能性のある聞き手や第三者の面目を失う可能性を回

避する目的で、望ましくない表現の代わりとして使用される表現であ

る(Allan＆Burridge, 1991)。婉曲の特徴は次の三つのようである

(Yusifova, 2024)： 

1. よりやさしい・柔らかい言葉で言い換えること。 

例： “fired”（首になった）の言い換えは“terminated from 

employment”（仕事から解雇された）。 

2. 慣用句・メタファー（隠喩）表現を使用し、思いを直接に言わな
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いこと。 

例：「重病を苦しむ人」に “engaged in a life struggle”  （生きるた

めに努力している）を言い換えること。 

3. 悪い意味の言葉が明示的に言わないように、広い意味の言葉を使

用すること。 

例：より重篤な種類の病気を具体的に指定する代わりに、「イン

フェクション」という言葉を使用すること。例えば「結核」を

「インフェクション」だけに言う。 

分かりやすくように婉曲を含める当て字の例は「殺
や

る」である。

その言葉は直接に「殺す」といわず、より柔らかく、広い意味の「や

る」を使用する。 

婉曲と違い、偽悪語法は悪い意味の言葉を使用する。Allan & 

Burridge (1991)によると偽悪語法は言及されているもの（denotatum）、

聞き手、またはその両方に対して不快な意味合いを持つ表現である。

偽悪語法の特徴は次のようである(Yusifova, 2024)： 

1. 軽蔑的な話題を強調するために、より鋭い語彙を使用する。

例：”died” (死んだ)と言わず、 より鋭い言葉 “succumbed to mortality” 

(死に屈した)を使用すること。 

2. 影響力を重視する言語使用。不快な話題の性質を強調するために、

偽美語が戦略的に使用される。 

例：“liquidation sale”（清算セール）は、単に ”discount”(割引) や

「セール」と言うよりも否定的な響きがある。 

3. 悪い言葉を直接に使用すること。 

例：”died” （死んだ）という言葉が “passed away” （亡くなる）よ

り悪い意味を持つ言葉である。 

偽悪語法を含む当て字の例は「海軍
イ ヌ

」である。そこに海軍を指

し、イヌという隠喩を使用する。 

当て字には二重の意味があるため、本研究は婉曲語法と偽悪語

法を含む当て字の分類とその当て字のインドネシア語に翻訳テクニッ

クを明らかにすることを目的とした。本研究のデータソースはワンピ

ースの漫画、第 1 巻から第 10 巻を使用している。翻訳テクニックは

Molina & Albir (2002)の理論を使用する。その翻訳テクニックは 18 種

に分けられ、つぎのようである： 
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No. 翻訳テクニック 
例 

日本語 インドネシア語 

1． Adaptation 

 （適応） 

ある村はずれに一匹

の狐が住んでいまし

た。 

Di tepi sebuah kampung 

ada seekor kancil. 

(Supriatnaningsih & 

Nurhayati, 2020) 

2． Amplification 

（増補） 

自分の部屋に戻って

ねぇのかよ？ 

Tidak kembali ke kamar 

mereka masing-masing? 

(Martawijaya & Ananda, 

2023) 

3.  Borrowing  

（借用） 

津波 Tsunami  

4． Calqe  

（直訳借用) 

彼は新しいアシスタ

ントマネージャー 

Dia adalah asisten 

manajer yang baru. 

5． Compensation  

（補償) 

そういう肌の温もり

のようながないと、

時々たまらなく寂し 

くなるんです 

Kalau tidak ada 

kehangatan tubuh 

seperti itu, aku merasa 

sangat kesepian. 

(Maharani, 2020) 

6． Description  

（記述） 

「あとはお金を貯め

てちゃんとした懐石

料理を食べに行った 

りしてね。 

Selain itu aku pergi ke 

restoran yang 

menyediakan masakan-

masakan sederhana, 

tentu setelah aku 

mengumpulkan uang 

dulu. (Maharani, 2020) 

7． Discursive 

Creation  

（談話的創造) 

『ノルウェイの森』

を弾いて 

Coba mainkan 

“Norwegian wood”. 

(Maharani, 2020) 

8.  Established 

Equivalence  

（慣用的等価） 

いただきます Selamat makan  

9.  Generalization  

（一般化） 

人力車 Kendaraan  

10. Linguistics 

Amplification 

（言語的増補) 

また、そのうちどこ

かで会えるよ。 

suatu waktu nanti, di 

suatu tempat, kita bisa 

bertemu lagi. (Maharani, 

2020) 

11. Linguistics どうしてそんなこと Kok tahu? (Maharani, 
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Compression 

（言語的圧縮） 

わかるの？ 2020) 

12.  Literal 

Translation 

（逐語訳） 

僕の存在 に 気づい

てよ 

Ayo sadarlah pada 

keberadaanku. 

13.  Modulation  

（モジュレーシ

ョン） 

名前のこと Asal nama Totto 

(Rahayu, 2020) 

14.  Particularization 

（特殊化） 

ドイツ語やってます

よ。 

aku akan belajar bahasa 

Jerman deh.  (Maharani, 

2020) 

15. Reduction 

（削減) 

ボクの事… 覚えてる

よな? 

Apa kau ingat aku? 

(Martawijaya & Ananda, 

2023) 

16.  Substitution 

（置換） 

うなずくのジェスチ

ャー 

Ya!. 

17. Transposition 

（転換） 

毎朝あれ聞かされて

ると本当に頭がおか

しくなっちゃいそう 

だわ。 

Kalau tiap pagi dikata-

katai seperti itu rasanya 

kita benar-benar akan 

gila. (Maharani, 2020) 

18.  Variation 

(変異） 

名前つけて言って。 Tambahkan nama dong. 

(Maharani, 2020) 

 

Ｂ。研究方法 

   本研究はワンピースの漫画第１巻から 10巻における婉曲と偽悪

語法を含む当て字と翻訳テクニックを知るために記述・定性的方法で

分析した。データを分析するために次のステップをする： 

1．ワンピースの漫画第 1 巻から 10 巻の婉曲および偽悪語法を含む当

て字を探す。 

2．見つけた当て字を分析する。 

3．翻訳されたものを知るため、インドネシア語のワンピース漫画を

読む。 

4．翻訳テクニックを分析する。 

5．結論を書く。 

 

Ｃ。研究結果 

ワンピースの漫画第 1巻から 10巻における婉曲と偽悪語法を含む当て

字は 30データが見つかった。白勢の当て字の理論によると、次のよう
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なデータがわかった。 

No. 

 

婉曲と偽悪語法 

(Yusifova, 2024）

と Allan & 

Burridge (1991) 

当て字の種類（白勢、2012） 

口語の

読みを

示す 

外来語

の読み

を示す 

英語の略

表記を示

す 

スポーツ

用語 
代名詞 

言い換

え表現 

作品固

有の表

現 

1. 婉曲語法を 

含む当て字 
- 1 - - - 9 - 

2. 偽悪語法を 

含む当て字 
11 - - - 2 6 1 

婉曲語法を含む 

当て字の数 
10 

婉曲語法を含む 

当て字の数 
20 

合計 30 

 

上記のデータによると、データソースが、親しみやすく、下品

で、要点を突いた青年漫画であるため、偽悪語法を含む当て字が多く

見えた。そして、婉曲語法を含む 10個当て字のデータから 9個が言い

換え表現の当て字である。それは言い換え表現の当て字が意味を拡張

するので婉曲語法の特徴と合う。 

以下は婉曲語法を含む当て字の例： 

1. 言い換え表現： 

ルフィ：檻の鍵盗
と

って きてくれたの か‼ 

     （ワンピース 2 巻、80 ページ） 

上記の「とる」という言葉は広い意味を持ち、「盗む」より

丁寧でやわらかい言い方である。 

2. 外来語の読みを示す： 

ナミ：何って… 仕 事
ビジネス

よ。私 は海賊専門の 泥棒だもん！ 

     （ワンピース 6巻、110ページ） 

上記の当て字「仕事」と「ビジネス」は「犯罪」を言い返し、

良い意味を持つ言葉である。 

 

一方、最も多い偽悪語法を持つ当て字種類は口語の読みを示す

のである。なぜかというと、当て字の口語の読みを示すはより怒りや

高い声で話す気持ちが伝わることができる。 
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 次は偽悪語法を持つ当て字の例： 

 

1. 口語の読みを示す： 

ゾロ：畜 生
ちくしょ

ォ…!!! くやしい…!!!（ワンピース 1 巻、136 ページ） 

上記の「畜生」はタブーで人をののしる言葉で使用される。 

2. 言い換え表現： 

アーロン：子供
ガ キ

 一匹５万 ベリー。（ワンピース 9 巻、128 ペー

ジ） 

上記の「ガキ」という言葉は「子供」より悪意を用いる言葉で

ある。 

3. 代名詞： 

キャプテン・クロ：そうさ…その 売れた名が海 軍
あいつら

を引き 

    呼せるんだ。（ワンピース 5巻、40ページ） 

上記の「あいつら」という言葉は「あの人達」と比べたら、よ

りぞんざいな言い方である。 

4. 作品固有の表現： 

ノジコ：魔女
ナ ミ

とあたしは義姉妹よ。（ワンピース 8 巻、167 ペー

ジ） 

上記のデータにナミを指す「魔女」という隠喩がある。魔女と

は黒魔術に関わることで悪い意味を持つ。 

 

翻訳文に目を向けると、婉曲語法を含む当て字は、partikulation、

amplification、modulation、generalitation、literal のテクニックを使用し、

翻訳されている。原文の婉曲語法がそのまま訳文でも婉曲語法として

残っているデータがある。例えば： 

原文： 

ドン・クリーク：この世間知らずの小僧はお れが殺
や
る。 

     （ワンピース７巻、143 ページ） 

訳文： 

Don Krieg: Biar aku saja yang mengurus bocah sombong ini. 

(One Piece, Volume 7, halaman 143) 

以上の “mengurus”の言葉は「世話」や「する」という広い意

味を持つ言葉なので generalitation の翻訳テクニックを使用する。原文

の婉曲から訳文にも婉曲の結果が出る使われた翻訳テクニックは

literal, generalitation, と amplification である。 

いくつの原文の婉曲語法が訳文では偽悪語法に変換されること
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もある。例えば： 

原文： 

キャプテン・クロ：計画通り、遺 書を書かせ て...殺
け
せ。 

（ワンピース 4 巻、179 ページ） 

訳文： 

Kapten Kuro : suruh dia menulis surat wasiatnya, lalu Bunuh dia. 

(One Piece Volume 4, Halaman 177) 

以上の “bunuh dia”は「けせ」より直接に悪くて狭い意味の言

葉で“Particulation” という翻訳テクニックを使用し、結果が婉曲語

法になった。婉曲から偽悪語法になる結果の使用された翻訳テクニッ

クは particulation, modulation, と amplification である。 

 

一方、偽悪語を含む当て字を翻訳する際に使用される翻訳テク

ニックは variation, modulation, reduction, literal, established equivalent, 

amplification と compensation.  

例は次のよう： 

原文： 

ルフィ：この野郎
や ろ

ォ！！。（ワンピース 3巻、19ページ） 

 

訳文： 

Luffy : kurang ajar!!. (One Piece, Volume 3, halaman 17) 

 

以上のデータは established equivalent と variation という翻訳テク

ニックを使用し、翻訳結果にも偽悪語法である。原文から訳文にも偽

悪語法の結果が出た翻訳テクニックは variation, modulation, literal, 

reduction, kompensation, amplification と established equivalent である。 

 

つぎに、原文の偽悪語法から訳文に婉曲語法の結果が出る翻訳

テクニックは reduction, modulation, amplification ,variation, と literal で

ある。 以下の例のよう： 

原文： 

 キャプテン・クロ：政府の 海軍
イ ヌ

や賞 金稼ぎ、 ウザった くて 

           しょうがねえ 

（ワンピース 5巻、38ページ） 

訳文： 

Capten Kuro : Semakin terkenal nama kalian, Mereka akan terus 

dan terus mengejar kalian…! Para anggota 
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Angkatan laut dan pemburu hadiah itu… 

 (One Piece, Volume 5, Halaman 36) 

以上のデータが訳文に海軍を指す隠喩（イヌ）が翻訳テクニックの

reduction で消されたので婉曲語法になった。 

 

Ｃ。おわりに 

分析の結果で当て字における婉曲および偽悪語法を分かるため

に文脈がとても重要である。データから見ると、当て字にある漢字は

だいたい言葉の本当の意味を表し、婉曲および偽悪語法はふりがなに

載せる。 

そして広い意味を持つ婉曲語法を狭く、特定な単語で翻訳する

と偽悪語法になった。そして、悪い意味の比喩、悪意を持つ単語を当

て字から取り除くことで、よりやわらかい翻訳結果（婉曲語法）が得

られる。


